
◆令和５年６月５日開催庁議◆ 

１．市長挨拶 

○間もなく第２回定例会が開催される。市議会議員選挙が終わって初めての本格議会の

ため、一般質問は新人議員全員が行う。また、恵庭市の各部における懸案事項の説明準

備をお願いしたい。 

○同じく２定では常任委員会の説明もあるため、議員、特に新人議員へ丁寧な説明をお

願いしたい。 

○季節が良くなってきており、緑化フェアの開催から１年が経過し、花とくらし展など

のイベントが始まる。「花のまち」恵庭の特徴を更に打ち出しながら恵庭の優位性・居

住環境の良さを各部で進めてもらい、来年度の予算に向けて考えてほしい。 

○道の人事異動により、新しい建設部長が就任された。宜しくお願いしたい。 

○来月には本市で全国のインターハイがあり、会場の準備など職員の応援をお願いする

際はご協力願う。また、今月１９日からインターハイのプレ大会である全道大会がある

ため、ぜひ見に行ってほしい。

２．議事 

（１）令和５年度恵庭市総合防災訓練の訓練内容について【総務部】～要点抜粋 

◎資料に基づき、総務部危機管理担当参与説明  

○今回の総合防災訓練は３部構成を想定している。組織的な災害対応を訓練する第１

部では、実際に職員が登庁するため、地震発生から職員の非常招集・災害対策本部

設置までの一連の行動や災害対策本部と防災関係機関等との連携や公用スマートフ

ォンを用いたデジタル化を検証。 

○市民一人一人を対象とする第２部では、ＡＥＤや消火器・給水等、市民が操作体験

できる訓練と災害対応用車両や装備等の展示を行う。 

○夜間の避難所運営を検証する第３部では、収容避難所と福祉避難所へ宿泊、避難所

運営における各種計画やマニュアルの有効性を検証。 

詳細の訓練内容は、別紙１「令和５年度総合防災訓練の全体像（案）」のとおりであ

る。 

  （副市長）

   土日の訓練となるため、職員への周知をお願いしたい。

（２）人事評価結果に基づく勤勉手当について【総務部】～要点抜粋 

◎資料に基づき、総務部長説明  

○令和４年度の人事評価結果を今年度の６月支給分の勤勉手当に反映させる総括的な

内容であり、再任用職員を含む全職種を成績ランク別・級別で表記している。上位Ｓ・



Ａは３名、中位Ｂは４８５名、下位Ｃ・Ｄは１７名となっている。なお、育児休業な

どにより評価反映対象外となっている職員は４５名となっている。

○勤勉手当への反映については、表１と表２の合計職員数５５０名での基準成績率によ

る配分原資の金額５０４，５７２円とＣ・Ｄ評価の金額を合わせた額３３５，８８９

円を上位評価者へ配分することとなるが、この合計額８４０，４６１円が上位評価者

の加算総額６７，１０７円を上回っていることから、今年度は「引き下げ調整」は行

わずに上限である１０％で配分を行った。その結果、今年度は７７３，３５４円の執

行残となった。

○反映額等については職員に配布する勤勉手当に係る給与支給明細書兼振込通知書の

明細欄の「人事評価結果（内額）」で確認できる。

（３）令和４年度恵庭市一般会計決算について【総務部】～要点抜粋 

◎資料に基づき、総務部長及び財務室財政課長説明 

○歳入では、市税及び地方消費税交付金等が、予算を上回る決算となった。市税のたば

こ税や地方消費税交付金の地方財政計画見込みを上回って税収が伸びたことなど予

算を上回る歳入となった。歳出では、予算執行率は９４．６％であり、新型コロナウ

イルス対策事業実施前の執行率と同程度の水準であった。歳入・歳出の状況により収

支差額が充分確保できることから、予算化した財政調整基金の繰入を取りやめるなど

の決算調整を行う。

○出納整理期間が終了しておらず、金額は若干変動するが、令和４年度の一般会計決算

見込みの概要を下記のとおり報告する。

・歳入総額      ３７３億９，６００万円（前年度比６，５００万増）

・歳出総額      ３６２億２，２００万円（前年度比５億３，３００万円増） 

・歳入歳出差引額   １１億７，４００万円（形式収支）

・繰越明許一般財源  １，３００万円

・実質収支額     １１億６，１００万円（前年度比４億５，８００万円減）

・繰越金       ８億７，１００万円

・財政調整基金積立金 ２億８，９００万円

○実質収支の主な要因は、市税収入は、８，６００万円の増加、地方消費税交付金収入

は、５億８，０００万円の増加、令和４年度１月から３月分のふるさと納税寄附額は、

２億２，０００万円、負担金・補助金の支出の減少、人件費は、１億９，３００万円

の減少、特別会計繰出金は、１億２，３００万円の減少となっている。

○決算調整については、収支差額が見込まれることから、予算化していた財政調整基金

繰入を取り止め、基金への積み立て、利率の高い起債の繰上償還を行う。

○繰越金の内訳は下記のとおりである。

・当初予算・補正予算関係等繰越金 ４億１，４００万円



・基金積立分※               ２億２，０００万円

・起債の繰上償還に伴う経費 ２億３，６００万円

※ふるさと納税の積立

○地方財政法に基づく決算剰余金の基金積立額は、５億８，１００万円以上となる。こ

れに対し、財政調整基金の編入額は、２億８，９００万円で、繰越金を財源とした基

金積立額は２億２，０００万円、繰越金を財源とした起債の繰上償還額は２億   

３，６００万円となり、合計７億４，６００万円となることから、法の規定を充足し

ていることとなる。

（４）恵庭市債権管理推進会議の設置について【総務部】～要点抜粋 

◎資料に基づき、総務部長説明  

○歳入確保の強化や市民負担の公平性を目的とした「恵庭市市税等収納率向上対策会議」

を平成２２年度に設置し、その後「恵庭市債権管理条例」を制定するなど、債権管理

の強化に努めた結果、市債権全体の収納率は年々向上するなど成果が表れている。今

回、収納率向上に向けた取組が進んでいることから、従来の「恵庭市市税等収納率向

上対策会議」を再編し、より適正な債権管理を目的とした「恵庭市債権管理推進会議」

を設置した。

○債権管理推進会議の委員は次長職とし、適正な債権管理の状況を確認する「債権管理

推進会議」と、課長職を委員とした実務の課題を共有する「債権管理推進実務担当者

会議」の２つの会議で債権管理に取り組む体制とした。

○７月に「債権管理推進会議」及び「債権管理推進実務担当者会議」の委員向けの研修

会を、外部講師を招聘し実施したいと考えており、各委員には改めて連絡するのでご

協力をお願いしたい。

（市長）

  債権の収納率は上がっているがバラつきが見られるため、ぜひ研修に出席していただ

きたい。

（副市長）

  委員へ必ず周知するようお願いする。

（５）令和５年度ライトダウンキャンペーンの実施について【総務部】～要点抜粋 

◎資料に基づき、総務部長説明  

○令和元年度から市独自で実施しているライトダウンキャンペーンを本年度も実施す

る。今年は７月７日（金）に１８時以降の一斉消灯を実施し、職員のエネルギー使用

量削減及び時間外勤務削減の意識向上を図る取組を行う。



○施設を所管する部署においては各施設のライトダウン実施の可否等について報告願

いたい。なお、報告書のデータには昨年度の報告内容が掲載されているため、修正等

があれば適宜入力いただきたい。

  【報告期日】６月２１日（水）

（６）「北海道ゼロチャレ！家計簿」の事前公開について【生活環境部】～要点抜粋 

◎資料に基づき、生活環境部長説明  

○北海道と北海道地方環境事務所の共同開発により「家庭のＣＯ２排出量見える化アプ

リ」を開発した。７月２１日の一般公開に先立ち、市町村向けに事前公開するもので

ある。 

○同アプリでは、自宅のエネルギー使用量や料金を入力することにより、ＣＯ２排出量

や光熱費を確認することができる。また、集約したデータを基に、各自治体のＣＯ２

削減状況も確認することができ、今後各自治体へこのデータを活用してもらい地球温

暖化対策の施策に繋げていくものである。 

○資料のＱＲコードにてダウンロードすることができるため、職員へアプリの活用をお

願いしたい。 

（７）令和５年度全国高等学校総合体育大会空手道競技大会庁内支援について【保健福祉

部】～要点抜粋 

◎資料に基づき、保健福祉部長及び高校総体主幹説明  

○高校総体の空手道競技大会を７月２６日（水）～２９日（土）に開催する。開催準備

から後片付けを含めた競技運営役員を各部にはご協力をお願いしたい。各部への職

員の依頼人数や日程については別紙①のとおり。 

○庁議終了後、職員ポータルの新着情報に依頼文を掲載するため、各部においては期日

までに報告願う。

【報告期日】６月１６日（金） 

３．その他 

 【総務部・保健福祉部】 

  ◎新型コロナウイルス感染症対策について

・５類移行後、第２１週（５月２２日～２８日）は定点当たりの報告数は全道で    

５．７２人、全国で３．６３人と５類移行前と比べ増加している。同じく第２１週の

保健所別定点当たりの報告数は千歳で５．６３人と前週の５．１３人、前々週の  

３．２５人と比べ増加している。

  ・５類移行に伴い、北海道感染症対策連絡本部を設置し、それに併せて第１回北海道感

染症対策有識者会議が６月２０日１８時より開催される。北海道市長会の事務局よ



り下記の３点について、確認したいとの要望を受けたため、各部においては意見等が

あれば６月１２日（月）までに基地・防災課へ報告してほしい。 

   ①新型コロナウイルス感染症５類への移行に関すること 

   ②新たな感染症危機への備えに関すること 

   ③その他、感染症対応に関すること 

（市長）

  各部においては、新型コロナウイルス感染症が発症した当時の状況を思い出しながら、

医療機関の体制など懸念する内容があれば報告をお願いしたい。

【保健福祉部】 

  ◎新型コロナウイルスワクチン接種状況について

   ６５歳以上の春のワクチン接種率は１７．８９％（５月３０日現在） 

 【議会事務局】 

◎２定の一般質問通告について 

通告は新人議員を含め１４名で、４日間の日程を設けている。一般質問の日時につい

ては、下記のとおり。 

・６月１４日（水）１３時から３名 

・６月１５日（木）１３時から３名 

・６月１６日（金）１０時から４名 

・６月１９日（月）１０時から４名 

 【総務部】 

◎防衛問題セミナーの参加について 

北海道防衛局の防衛問題セミナーが６月２６日（月）１８時に札幌市共済ホールで開

催される。 

通勤で札幌駅を経由する職員を中心に声掛けを行っていくが、職員の積極的な参加

をお願いしたい。


